
松本治一郎とその生涯

「解放の父」と呼ばれた松本治一郎氏の生涯を
紹介。部落解放に命を掛けた生き様は、現在の
私たちに様々な示唆を与えてくれる。

B２：２６枚

松本 治一郎（まつもと じいちろう、１８８７
年 〜１９６６年）は、日本の政治家、実業家。
部落解放運動を草創期から指導し、周りからは
「部落解放の父」と呼ばれました。堂々たるあご
髭の風貌から「オヤジ」と呼ばれ親しまれました。
治一郎は、初めて国会の中で部落問題を論じ、後
の部落解放運動の礎を築いた人物です。治一郎の
思想、願いは今の人々に受け継がれています。


